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１．u-Japan時代の成長産業
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u-Japan構想の視点

u-Japan ・「u」は「ユビキタス」（至るところにある）であるが、
「ユニバーサル」（どこでも誰でも）の意でもある。
・“e-Japan戦略”の後継として、２００６年以降、
我が国のＩＴ戦略として日本をリードしていく構想。

ユビキタスなインフラ自体は整いつつあるが、、
⇒本当にユニバーサル（どこでも誰でも）に使われるためには、

より身近なアプリケーション／端末／サービスによる牽引が必要

スタンドアローンのデジタル家電を
真に誰もが使える、より身近なサービス端末へと進化させる
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u-Japan時代における成長産業～視点①

この６年間の時代の変化は、

携帯電話 ：４,７００万人 ⇒ ８,４００万人

ワイヤレスインターネット ：０ ⇒ ７,０２５万人

ブロードバンドインターネット ：０ ⇒ １,５３８万人
（DSL/FTTH/CATV)

ＢＳデジタル放送 ：０ ⇒ ５６０万世帯強

ICTを活用した新しい産業が急速に立ち上がっている

u-Japan時代も、更に伸びる産業は「通信・放送」分野
※経済財政諮問会議の「新産業創造戦略」において、
２０２５年までに最も大きな伸びを示す産業=「通信・放送」
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◎大きく市場を形成するものは？
一人１台もしくは、１世帯に１台以上普及するもの。
そして、生活必需品ではなく、生活をｅｎｊｏｙするためのもの。

◎一人一台の視点
携帯電話⇒誰もがもっている⇒様々なサービス市場が形成

u-Japan時代では何が起こるか？
①テレビの進化
・一家に１台の情報／ｻｰﾋﾞｽ／ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ端末へ
・更に・・、一人１台、一部屋１台テレビの時代への突入

②携帯電話の進化
・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝだけでなく、あらゆるｲﾝﾌﾗ／ｻｰﾋﾞｽに繋がる
・一人一人にカスタマイズされた情報／サービス端末へ

u-Japan時代における成長産業～視点②
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亀山工場

天理工場 三重工場

国際競争に打ち勝つための事業の集中と選択

『液晶ディスプレイ生産』から
『液晶TV完成品組立』まで

『カメラ付携帯／モバイル液晶／ＣＣＤ』

CCDｶﾒﾗﾓｼﾞｭｰﾙ

広島工場（携帯電話関連）

三重工場（システム液晶関連）

ﾓﾊﾞｲﾙASV液晶ﾓｼﾞｭｰﾙ

ｶﾒﾗ付携帯電話

大画面液晶TV
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２．情報家電の家庭への普及のポイント
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２００３年、ブロードバンドは活用のフェーズへ

ＰＣユーザ向けに低価格常時接続インターネットの利便性を提供～2002年

誰もが、いつでもどこでも情報を簡単に活用できる
ユビキタスブロードバンドへの発展が予想される

2003年～
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コミュニケーション

家族
親戚

友人

同僚

社会

エンターテイメント

これらの価値をネットワークを介して提供することが必要

社会・公共サービス安心・安全

（家庭において）ユーザが求める価値
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コミュニケーション（ﾒｯｾｰｼﾞﾝｸﾞ）

家族
親戚

友人

同僚

社会

エンターテイメント（特にテレビ)

ただし、まだテレビを直接インターネット上に
流す環境、社会的条件は整っていない。

携帯電話によるメール文化が浸透したが、
更なる進化・発展の可能性がある。

・従来のテレビとは異なる価値をもった
AVコンテンツが必要
・ （著作権をクリアにした上で）家庭内の

ネットワークだけでテレビを楽しむなら
問題がない

・ビジュアルコミュニケーション （写真、映像）
・手軽なコミュニティ形成手段 （繋がり感）

・機械とのコミュニケーション
（テレビの録画予約、白物家電のｺﾝﾄﾛｰﾙ、）

家庭への情報家電の普及のポイント
（キラーアプリケーションは？）
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３．テレビの進化
～AVホームネットワークとの連携～
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AVホームネットワークがカギ

台 所

ﾊﾞﾙｺﾆｰ 寝 室

衛星デジタル
放送

地上デジタル放送

電話／
ＡＤＳＬ

CATV
FTTH

HDTV & Internet

書 斎

DVD-R/RW

ｹﾞｰﾄｳｴｲ／ﾙｰﾀ

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ

ﾘﾋﾞﾝｸﾞ

風呂場

子供部屋

テレビを中心としたホームモバイルを実現するには？
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ＡＶ機器
液晶ＴＶ

ＰＤＡ
電子辞書

パーソナル
サーバ

モバイルＰＣクライアント型情報家電

ホーム端末

モバイル端末

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ
ﾓﾆﾀｰ

サーバ型情報家電

電化機器

ﾚｼﾞﾃﾞﾝｼｬﾙＧＷ

ホームAVサーバ

携帯電話

情報家電

サーバ型 / クライアント型情報家電への収斂

デスクトップPC

固定電話・FAX

デジタル
カメラ

HDD
レコーダ

（一般ユーザに親しみのある）
テレビを中心とした展開がポイント

（一般ユーザに親しみのある）
テレビを中心とした展開がポイント
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液晶カラーＴＶ
ＨＤ-プロジェクター…

ＤＶＤ－ＲＷ
…

マルチメディアＰＤＡ、
ＰＣアシストＰＤＡ
ワイヤレスＰＤＡ…

ＡＶデスクトップ、モバイルノート…

カラーＦＡＸ
ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄﾌﾟﾘﾝﾀ…

AVワイヤレス
伝送

ホームモバイル タウンモバイル

ポータブルＤＶＤ
デジタルビューカム…

１ビットコンポ…

有線 ｶｰﾄﾞ

ホーム・サーバ
ＨＤＤメディアレシーバー
ＢＳデジタルチューナー…

無線ＬＡＮ

携帯電話…

Mebius

無線

ネットワークを活かす商品の展開
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AVホームネットワークの課題

誰でも簡単に使える

美しく途切れない映像

安心して使える

ユーザからの視点

より安く使える

好きな場所で使える

技術的課題

大画面・高画質・高音質

操作性

自由度の高い接続

長寿命・低消費電力

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ化（汎用性）

十分かつ安定した帯域

安全性（著作権/ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ保護）

技術開発だけでなく、
社会のルール作りが
必要な項目

本当に使い易いI/Fとは？
統一化？IT教育の強化？

ユーザ、製作者、配布者
の３者が納得できる著作
権保護を行うには？

家庭内の情報漏えい
リスクと コストをどこまで

誰が負うのか？

オープンソースへの取り
組み、IPR問題への対応

情報家電機器における
ベンダー間の相互接続性
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※日経エレクトロニクス２００３年４月２８日号を参考に当社で作成
速度は理論値を示す

AV伝送により適した帯域を求めて

１ 10 100
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100k
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100M

1G

10G

Bluetooth

1Mビット/秒

UWB
(Ultra Wideband)

数百M～数Gビット/秒

IEEE802.11b

IEEE802.11a/g

次世代無線LAN

100Mビット/秒

Echonet Ver2.0

HomePlug Ver1.0

11Mビット/秒

54Mビット/秒 14Mビット/秒

100Mビット/秒以上

通信距離（ｍ）

最
大
デ
ー
タ
伝
送
速
度
（
ビ
ッ
ト

/秒
）

PAN(近距離通信） LAN(構内通信）

次世代PLC

9.6kビット/秒

十分なかつ安定した帯域
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相互接続性の確保の必要性
自由度の高い接続

古くから検討されてきたが、各社の思惑も絡み、広く普及に至っていなかった。

・ネットワーク／デジタル技術の進展
・アプリケーション／サービスの増加

200
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2003 2004 2005 2006 2007

Products Connected in Entertainment-centric Home Networks
(Millions, U.S. Households)

Souce:Networks in the Home: Analysis and Forecasts ©2003 Parks Associates ※DHWGのHP掲載資料より引用
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ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄを主眼とした

ﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸに繋がる商品は

２００７年に数量にして５倍に！

相互接続性確保は大きなビジネスチャンスでもある

“自由度の高い接続”を実現するには、物理層だけでなく、
アプリケーションレベルまでを含めた相互接続性の確保が必要
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４．携帯電話の進化
～生活者を支援する端末サービスの実現～
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その人に合った（＝ｶｽﾀﾏｲｽﾞされた）端末、ｻｰﾋﾞｽ、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ、
携帯電話は、一人一人をサポートする“ライフパートナー”へ進化

携帯電話の進化
～生活者一人一人を支援する端末～

携帯電話を誰もが持ち歩く時代（屋内でも、屋外でも）
⇒一人一人がもつもの。その人しか使わない。

家族

親戚

友人

同僚

社会

情報／エンタテイメント
サービス

生活支援
サービス

私だけの端末
ライフパートナー

コミュニケーション
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個々のライフスタイルに合った機能とサービスの必要性

生活者のライフスタイルの変化
◎個々のライフスタイルへのこだわり

⇒ 流行っていることはしてみたい、でも自分ならではのこだわりを付加したい

◎高齢化・健康に対する不安、治安の悪化

⇒ 安心、安全の確保を、行政／社会に任せっきりにできない

ライフパートナーライフパートナー
十人十色の端末・サービス

◎エンタテイメント最適再生機能
書籍・放送・ﾋﾞﾃﾞｵ・音楽、、、利用メディアと
好みに合わせてﾊｰﾄﾞ/ｿﾌﾄﾃﾞｻﾞｲﾝを簡単変更

◎個人向けコンテンツ表示機能
あなただけに、耳よりお得情報

デザインフリー＆機能フリーの実現・・・必要な機能と好きなデザインをチョイス

生活者一人一人を支援する端末・サービス

◎コミュニティ機能
自分の家族、自分の友達、自分の街に、
いつでも直結、自由にコミュニケーション

◎サービス連動センシング機能
いつでも緊急通報、見守りｻｰﾋﾞｽ。 いつでもﾁｪｯｸ、健康ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ。

新たに求められる機能とサービス例

上記の機能／サービス実現に向けた課題

①各機能のオブジェクト化とカスタマイズ手法の確立
②複雑化するインターフェースの革新

③個人情報を漏らさない明確な手法の確立
④多様なサービスを実現するビジネスモデル作り
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タウンモバイルとホームモバイルの融合（シームレス化）

インターネットベース

携帯電話網

高速
インターネット

家庭

オフィス

W-CDMA
CDMA2000-1x

街角、ホテル、駅・・“HotSpot”

アクセスポイント
IEEE802.11b,11a,11e, 11g

イントラネット

レジデンシャル
ゲートウェイ

IEEE802.11b,11a,11e, 11g

IEEE802.11b,11a,11e, 11g

ひとつの端末が
どこでも使える

ビデオ会議

オフィスと同じ環境で仕事

ホームネットワーク

・屋外のﾓﾊﾞｲﾙ環境でも高速な情報ｱｸｾｽ環境の実現
・切り替えを意識させないシームレスなサービスの実現
⇒〔将来〕無線LANと携帯電話網がシームレスに融合

・屋外のﾓﾊﾞｲﾙ環境でも高速な情報ｱｸｾｽ環境の実現
・切り替えを意識させないシームレスなサービスの実現
⇒〔将来〕無線LANと携帯電話網がシームレスに融合
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５．まとめ
～u-Japan時代に向けた課題～
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u-Japan時代に向けた課題

・多様なサービスに対応したインフラの整備
- AV（映像）伝送の帯域確保

・情報家電の相互接続性 （日本主導の標準化？）

・柔軟なサービス作り／運用のための施策（実証実験支援、規制緩和）

・セキュリティ対策の法的整備とインフラ作り

・日本発のサービスの国際的なプレゼンスを高める施策
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